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＜ケース 2：豪雨による斜面災害多発現場での調査事例＞ 

 

～地すべり防止区域内で多発した斜面災害に対する現地調査事例～ 

 台風の直撃によって地すべり防止区域内で土砂災害が多発的に生じたため、緊急点検を実

施し地すべり防止区域内の状況確認を行った。 

 

■事前準備 

 調査位置の確認 

 

 
地すべり発生箇所 
（地理院地図） 

 

 現地は、田圃として土地利用がされている状況である。ただし、詳細な地形は確認できな

かったため、空中写真を確認して状況把握した。 

 

 
現地周辺の空中写真 

（地理院地図Globe） 
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 写真からは、現地の土地利用として棚田が広く分布し、多くの地すべりらしき地形が確認

された。併せて、Google のストリートビューも活用し、現地の保全対象（人家・道路・農

地の分布等）を確認した。 

 

 災害時降雨状況の確認 

台風上陸し、調査地周辺を直撃した。近傍の気象観測地点では、災害が起こった日に日最

大降水量153mm を記録している。 

 

 
被災日前後の日雨量状況 

（気象庁アメダス） 

 

 現地の地質特性の把握 

対象範囲周辺の地質分布について、産業技術総合研究所地質調査総合センターで公開して

いる「地質情報データベース」にある地質図類をダウンロードし確認した。 

調査地周辺は、砂岩や泥岩を主体とした堆積岩の分布していると想定できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地周辺の地質分布 
（地質調査総合センター地質図類ダウンロードサイトから） 
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 既往資料収集 

 地すべり防止区域に隣接していることから、既往資料を基に周辺の地すべり分布について

事前に情報収集した。 

 

 

地すべり防止区域の平面図 

 

 調査方法 

現地の被災状況を確認するための現地点検を実施する計画とした。 

 点検は区域内の踏査により、斜面災害箇所の抽出とその地点の状況把握を行うことを目的

に実施することとした。 

なお、対象範囲が広いため、渓流の流域ごとに複数の点検班を検討し、効率よく作業が行

えるよう事前に検討し調整を行った。 
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■現地調査 

＜事例１：道路上方斜面からの崩壊（１）＞ 

 

 

 

 

  

＜調査のポイント＞ 

 崩壊地内に崩土や崩落予備軍となる土塊が残存していないか確認する。特に、崩壊

範囲周辺は、地盤に亀裂が見られたり、オーバーハングで不安定な状態になってい

ることがあるので注意する。 

 斜面上方から崩壊地内に地表水が流入していないか確認する。地表水が崩壊内に入

ると変状を拡大する恐れがある。 

 崩壊土砂で路面が損傷していたり、道路下まで変状が及んでいないか確認する。 
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＜事例２：道路法肩部の崩壊（２）＞ 

 

 

 

 

 

 

  

<調査のポイント> 

 道路法肩で崩壊している場合、頭部（路面）の変状は明瞭であっても末端部は不明

瞭な場合があるため、道路谷側の末端部の状況は入念に確認する。 

 道路面は地表水が集まりやすく、路面の亀裂に地表水が入っていないか確認する。 

 道路など施設に変状があれば、その変状規模も分かるように延長や幅などを測定し

記録する。 
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